














































































































































惣 (各命題の前に記された記号偉､ 岩井克人氏の経済認識のモデル(図1 参照) に対応する)
(図1･1) 岩井克人氏の貨幣と資本主窗こ関する認識
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i 刎 ま､ 畄 砌 廖 ） 膕Ｉ忝祟
函ｌ ）「経済を通してt牘 がわかるJ ｍ
３　対象　 中学 校社 会科公民 的分 野
４　題材 につ いて
中学 校社 会科公民 的 分野 の開発単 元 匚私 た ちの
生活 と グロ ーバル化」 の授業 モデ ルを提案 し た。
グロ ーバ ル化 は， 岩井克 人氏 のあ げる グロ ーバル
化，IT 革 命， 金 融革命 と いう3 つ の社会変動 のう
ち， すべて の中学 校社 会科公民 的分 野 の教 科書で
取 り上 げ られて いる内容 であ る。 従 って， 現場で
実践 しやす い題材 であ る。
このよ うに グローバ ル化 を授業 モデ ルの題 材 に
選定 す ること は，教 育 内容 として の科学性， 授業
モ デル の実 践可能 性，生 徒 の生 活 との結 びつ きの
面 か ら みて 意義深 い。
５　単元 の内容構成
授業 モ デル開発 にあ たって， 基本 的学習過 程 の
設 計 と知識 の分類 や問 いと習得 さ れる知識 の関係
につ いて は， 岩田一 彦氏13）の考 えを もと にす る。
本研 究で開 発 した授業 モデ ルで は， 授業過 程 は
概念探 究過程 と して 構成 され，生 徒 は単元 目標で
あ る概 念的知 識を， 単元 の終結段 階 で獲得す る。
しか し概念 を獲得 す るだ けで は一 般化 さ れた， 転
移可能 な知識 に ならな い14）。 たとえ ば西 林克 彦氏
は，知識を 匚法則的知 識 （Ｌ）」，匚接続用知識 （I）」，
厂個別 的 な ことが ら（Ｅ）」 に分類 し た上 で ， 個別
的な ことが らを理解 し たり，法則 的知 識を使 った
りす るた めに は， 接 続用 知 識 （I） が重 要 で あ る
と主張 して い る 气 本研究 で は， 経済学 の命 題を
西 林氏 のい う 厂接続 用知 識」 とみな し， 概念 的 ・
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昌
経営者がフ４リピシに工場を　 ・　 生産と流遥 の費用
















































【２】鶴見良 行『バナナと日本人』岩波書店, 1982,  p.184
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【 フ】以下 の著作より筆者作成。 ＮＨＫ 取材班『21 世紀は警告する②』日本放送出版協会, 1989 。大塚茂・松原豊彦
編『現代の食とアグリビジネス』有斐閣, 2004 加納弘勝『第三世界の比較社会論』有信堂, 19960 スーザン・ショー
ジ『なぜ世界の半分が飢えるのか』朝日新聞社, 19840 中西徹『スラムの経済学』東京大学出版会, 1991 。 Ｒ. バー
バック，P.プリン『アグリビジネス』大月書店, 1987 。渡辺利夫『開発経済学 一経済学と現代アジア』日本評論社，
1986o
【8 】以下の著作より筆者作成。関下稔『日米貿易摩擦と食糧問題』同文舘出版, 19870  S. ジョージ，前掲書, 1984 。
Ｒ.バーバック他，前掲書, 1987 。
【9 】Ｒ.バーバック他，前掲書, 1987 より著者作成。





【11】以下の著作より筆者作成。 ＮＨＫ 取材班，前掲書, 19890 アイリス・タスクマン　櫻井よしこ日本語版総監修，
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提言』明治図書, 2001, p. 84)上でも重要である。
3）「概念
」ではなく　匚理論」の語を用いるのは，概念
的知識（本稿匚開発した授業モデル）参照）との混
同を避けるためである。
4）草原和博氏は
，科学的社会認識を形成する総合社
会科学研究の内容のまとめとして「地域の社会構造
・
変動を解釈させる『総合的社会科学研究』
」を挙げて
いる（草原和博『地理教育内容編成論研究一社会科
地理の成立根拠』風間書房, 2004, pp.407-408)。ま
た
，原田智仁氏は人間行為の意味を規定する「‾時代
（社会）の構造や特質」に社会認識教育の内容の中核
をおいている（原田
，前掲書,
 p. 124)。このように，
厂社会がわかる」とは社会を客観化し構造として再構
成することであるが
，現在進行中の現代の構造をつ
かむことは容易ではない。富永健一氏は，社会構造
が変動するとき
，すなわち社会変動の中でこそ，社
会構造が明らかになると述べている（富永健一『社
会学講義』中央公論社, 1995)
。これらのことから，
社会変動は匚社会がわかる」社会科授業の内容とし
て成立しうる。
5）お金は，社会を流れ動いて社会に活力を与える
血液に例えられる（全国銀行協会ＨＰ（http://
ｗｗｗ.
morebank･gｒjp）。同時に，経済学とは，お金の流れ
を通して
，人と人，人と社会，社会と社会の関係を
見る学問である
。また現代社会は，お金の流れが世
界経済のリーディング・ファクターとなっている。Ｐ.
Ｆ.ドラッカ
はー，世界経済の構造の基本的変化とし
て
，次の３つを挙げている。（1）一次産品経済が工業
経済から分離した
，（2）工業経済において生産が雇用
から分離した, (3)財
・サービスの貿易よりも資本移
動か世界経済を動かす原動力となった。（P.F.ドラッ
カー 　上田惇生他訳『マネジメント・フロンティア』
ダイヤモンド社, 1986, p.27)。このように「お金の
流れ
」は，社会認識の枠組みとして有効である。
6）人は
，お金の流れを基盤にした資本主義経済のな
かで
，利潤を求めて行動する。資本主義経済の特徴
は
，分権的ということである。だれしもが他の人が
生産する財やサ
ビースと自分が生産する財やサービ
スを交換しながら生活している
。また，利潤を最大
化するために
，自分の生産す財やサービスと競合
する財やサ
ビースを生産している人と，競争しなが
ら生活している
。社会は，人間同士の競争や相互依
存としても記述できる
。このように「競争と相互依
存
」は，市場環境とその中での経済主体の行動を分
析する経済学の概念である
。同時に，初期社会科か
ら受けつがれている
，人と他の人との関係，人間と
自然環境との関係
，個人と社会制度や施設との関係
を理解する上での，社会科内容編成の重要な論理の１
つである。
7）原田智仁『世界史教育内容開発研究一理論批判学習－』風間書房，2000，p.98
8）棚橋健治「社会科カリキュラム開発における“構
造”概念について」日本社会科教育研究会『社会科研究』第31号, 1983, p.60
9）ラカトシュ，村上陽一郎他訳『方法の擁護』新曜
社, 1985
10）高根正昭氏は
，「社会科学における問題解決のため
の論理
」は，「問題を「結果」としてとらえ，その
『結果』を生み出す「原因
」となるべき要素を探り出
す」ことであると述べている。（高根正昭『創造の方法学』講談社, 1979, p.35)
11）分析対象とした岩井克人氏の著作（年代順）①　岩井克人『ヴェニスの商人の資本論』筑摩書房，
1985
②　岩井克人『不均衡動学の理論』岩波書店
，1987
③　柄谷行人・岩井克人『終りなき世界』太田出版，
1990
④　岩井克人「貨幣論」筑摩書房, 1993
⑤　岩井克人『資本主義を語る』講談社, 1994
⑥　岩井克人
・伊藤元重「‾経済理論の新展開」岩井
克人・伊藤元重編『現代の経済理論』東京大学出
版会, 1994
⑦　岩井克人厂経済成長論」岩井克人・伊藤元重編，
前掲書, 1994
⑧　岩井克人「資本主義にとっての二十世紀」吉川
弘之編集代表『東京大学公開講座　文化としての２０世紀』東京大学出版会, 1997
⑨　岩井克人『二十一世紀の資本主義論』筑摩書房，
2000
⑩　岩井克人『会社はこれからどうなるのか』平凡
社, 2003
⑩　岩井克人厂社会の行方」糸井重里編著『智慧の
実を食べよう　学問は驚きだ。』ぴあ株式会社，
2004
12）知識の分類
・構造化論に関しては岩田一彦氏の議
論に完全に依拠している。詳細は註13参照。
13）岩田一彦『社会科固有の授業理論　30の提言』明
治図書, 2001,『地理教科書を活用したわかる授業の
創造』明治図書, 1984,参照。
14）たとえば
，米国学術研究推進会議編著　森敏昭・
秋田喜代美監訳『授業を変える　認知心理学のさら
なる挑戦』北大路書房, 2002o三宅なほみ・白水始
氏は学習が転移する条件として
，多様な視点とメタ
認知を挙げている（三宅なほみ・白水始『学習科学
とテクノロジ』放送大学教育振興会, 2003)
。
15）西林克彦『間違いだらけの学習論　－なぜ勉強が身につかないかー』新曜社, 1994
16）【概念探究過程Ｉ・Ｈ】については，拙稿「『経済
を通して社会がわかる』中学校社会科の授業構成一岩井克人氏の経済認識を心として　ー」平成17
年度社会系教科教育学会研究発表資料を参照された
い。
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